
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１６日（金）に、「１年生を迎える会」が行われました。児童会がたてた４月の生活目標は「１年

生をあたたかく楽しく迎えよう」です。その生活目標にそった行事でも

あります。 

１年生が６年生といっしょに入場しました。そして、新しくできた縦

割り班ごとに集まってまずは自己紹介です。「名前」「自分の好きな○○」

などを紹介し、高学年の子は「どんな縦割り班にしたいか」という願い

を伝えていました。そのあとは、歓迎の「学校クイズ」が行われ「○だ

よ」とか「×なんじゃあない？」などと班で話し合って答えていました。 

短時間でしたができてよかったです。昨年度は新型コロナウイルス感

染予防のためにできなかった行事です。臨時休校があったことも思い出

されます。そんな中でも、迎える学年は「何かできることはないか」と

１年生に関わる工夫をしました。今年度は、密を避けるなどの

状況をつくりながら短時間で行いました。このような行事を行

うことは、迎えらえる１年生にとってよいだけでなく、迎える

上の学年にも大きな意味を持つものだと考えます。“直に関わっ

て活動すること”や“迎えるその場にいること”で、１年生を

迎えるという気持ちを強くしたり、自分は年上なんだという気

持ちの構えのようなものができたりします。特に、６年生は、

活動するたびに、「自分が一番上なんだ」という実感がわくので

はないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

去年は、車で送られてきた子が、今年は歩いています。聞くと「おうちの方から歩くように言われた」

とのこと。「よいことですね。おうちの方があなたのことを考えてくださっているんだね。」と声をかけ

ました。途中からでもこうして歩いてくる子が増えたらいいなあと思っています。子どものためになる

と思います。 

 

 

交通安全教室の様子を前回お伝えしましたが、その後も１年生がしっかりと手をあげて横断していま

す。偉いのは、すぐに渡らず、ちゃんと右左を確かめるところです。命にかかわることですので、続け

て教えていきますし、危ない子がいたら、厳しくも注意していきます。おうちの方や地域の方も引き続

き見守りをお願いいたします。 

連休中はコロナ感染だけ

でなく、事故やケガにも気を
つけて暮らすよう、おうちや

地域で声がけをお願いしま

す。 
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１年生をあたたかく楽しく迎えてくれた『１年生を迎える会』

の終わりに、「あとできることはないでしょうか。」と話しました。

そしたら、児童会執行部があいさつで迎える取り組みを始めてく

れました。 

１年生だけではなくて全校のみんなをあいさつで迎えてくれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

ニュース等でも連休中も新型コロナウイルス感染予防に注意した生活が呼びかけられてます。教育委

員会からのお願いの文書もお配りしました。

楽しみのゴールデンウイークですが、日常の

予防対策を続けることに加えて、「感染が拡大

している地域との往来を自粛していただきた

い」ということや「感染が拡大している地域

からのご家族の帰省についても検討をしてい

ただきたい」ということも『お願い』として

記されています。連休明けには、運動会の取

り組みも始まります。苦しいところではあり

ますが、なんとか感染を防いでいきたいとこ

ろです。何とぞご協力をお願いいたします。 

 

 

 

今週予定されていた家庭訪問は急でしたが中止とさせていただきました。連休明けの「ＰＴＡ総会、

学年・学級懇談会」は行う予定でおります。感染予防に気をつけていただき、検温などの体調管理に気

をつけていただいたうえでお集まりいただきいと思います。 

なお、本日、総会資料等をお配りしました。話し合いの時間を短縮するために、事前に読んでいただ

ければありがたいです。よろしくお願いいたします。＜資料は当日ご持参ください＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ちょっとしたことなのですが 
なんだかうれしい気がして 

２０日（火）２１日（水）の授業参観ありがとうございました。お忙しい中だったと思いますがたく

さんいらしてくださいました。ありがとうございました。その授業参観の日・・・。 

おうちの方々が車をとめられるようにと、先生方があらかじめ校庭の隅に車をとめていました。いつ

も通り休み時間になり子ども達が遊び出し、そして終わって校舎に入っていきます。 

何気なく見ていましたが、子ども達は上手に先生方の車の方に近づかいないようにして遊んでいるこ

とに気がつきました。間違えてボールが飛んでいくこともあるでしょうが、そうならないように長めに

距離をとっています。車の間を鬼ごっこで走り回る子がいそうなところ、そんな子もいません。校庭が

広いこともありますが、子ども達が気をつけながら遊んでいることがうれしかったです。「かしこいなあ」

と思ったのでした。 

 

連休明け、５月６日は、 
ＰＴＡ総会、学年・学級懇談会です 

 あわせて、万が一、誰かが感染しても、その人を責め

るようなことがあってはいけないことも、常々くり返し

教えていきたいです。その人は、感染したくて感染して

いるはずがありません。ちゃんと予防の努力をしていた

はずです。「誰だろう？」と口にするのも、詮索につな

がり差別やいじめにつながりかねません。もしも自分が 

感染者だったらどうでしょう。誰もが感染するかもしれ

ないのです。そう考えて、人を思いやり、人として正し

い行いをしていきたいです。 


